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図 5.=1_OHz ○C/i: NiCl2-G.C
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§4.おわりに
これまでに見たように,CoC12-およびNiCl2-GICはTcuとTclで二段階に逐次転移する｡中間温度
鏡域で偲残留磁化を伴って真の2DLRO相が出現しているが,これは眉間物質面が有限サイズの島状
クラスター構造をとるととに起因している｡面内有限サイズでは次元クロスオーバーが起 り得な
いからである｡かくしてMC12-GICに見られる逐次転移は無秩序相から島内(2D)秩序を癌て良問(3
D)秩序に至る一種の階層的逐次転移として良 く理解されることが分った｡とはいうもののTcu以下
の秩序相ではl/Oタイプの磁気揺ぎゃ残留磁化のlo!t緩和をはじめとして単純なクラスター集合
体としては理解し難いグラス的性格を示している｡異常記憶現象や非線型帯磁率も含めて遂次転
移と中間秩序相め実体はまだ完全には明らかになっていない｡中性子散乱におけるTcu以上の高温
側で現われるセントラルピークや低温における高磁場までの磁化過程も含めて実験結果を矛盾な
く盛明するモデルはまだ見つかっていない｡一つの有力なモデルとして強磁性の島状2Dクラスタ
ーがグラス状の海と海岸線をへだてて相互作用しているものが考えられる｡このようなモデルは
高分子やセラミックスをはじめとする接合物質系め本質に連なるものとして大変興味深いもので
あるがこれについては又別の機会に論じたい｡
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